
学 校 散 策いちばん大切なことを知りたい…　あなたの生徒にもぜひ読んでいただきたい…

■校　長
■住　所

■電　話
■交　通

■生徒数
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国
内
外
か
ら
生
徒
を
受
け
入
れ
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

環
境
で
学
ぶ
学
校
を
目
指
す

　

2
0
2
1
年
か
ら
始
ま
っ
た
学
校
改
革

を
、
大
胆
な
発
想
と
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
で
推
し
進
め
、
次
々
と
成
果
を
残
し
て

き
た
平
井
校
長
。
2
0
2
5
年
度
か
ら
は
満

を
持
し
て
共
学
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い

う
、
抜
本
的
な
改
革
に
乗
り
出
す
。

　
「
本
校
は
1
0
0
年
に
わ
た
り
名
門
女
子

校
と
し
て
、
女
子
教
育
を
柱
に
社
会
で
活
躍

す
る
自
立
し
た
女
性
を
輩
出
し
、
長
い
歴
史

と
伝
統
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
社

会
変
化
は
激
し
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
軸
に
教
育
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
の
よ
う

な
社
会
変
容
に
対
応
す
る
べ
く
、
1
0
0
周

年
の
節
目
を
機
に
、
次
年
度
か
ら
の
共
学
化

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
ま
た
国
際
都
市
と
言

わ
れ
る
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
く
、
国
内
の
み
な

ら
ず
海
外
か
ら
も
生
徒
を
受
け
入
れ
、
名
実

と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
、
校
名
も
神

戸
山
手
グ
ロ
ー
バ
ル
中
学
校
高
等
学
校
と
改

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
そ
の
経
緯
を
語

っ
た
。

　

中
高
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
選
抜
探
究
コ
ー

ス
」
と
高
校
の
「
選
抜
コ
ー
ス
」
は
共
学
に

な
り
、
中
高
と
も
に
「
未
来
探
究
コ
ー
ス
」

は
女
子
の
み
の
募
集
と
す
る
。

　

海
外
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
も
ア
ジ
ア
を
中
心

に
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
予
定
で
、
そ
の
た

め
の
学
生
マ
ン
シ
ョ
ン
も
用
意
し
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
24
時
間
体
制
で
管
理
人
が
常

駐
し
、
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
等
も
完
備
し
て
お
り
、
学
生
寮
以
上
の
設

備
を
整
え
て
い
る
。
日
本
語
に
慣
れ
て
い
な

い
海
外
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
同

時
通
訳
イ
ヤ
ホ
ン
を
活
用
し
、
数
学
や
理
科

な
ど
、
日
本
語
で
は
理
解
し
づ
ら
い
専
門
用

語
の
多
い
教
科
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
。

早
く
も
今
年
度
の
秋
に
は
海
外
か
ら
の
転
入

が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
ず
は
中
国
か
ら
16
名
の

転
入
生
が
入
学
予
定
で
あ
る
。

　
「
募
集
対
象
は
『
地
球
人
』。
本
校
で
は
、

日
本
人
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国
の
人
た
ち

が
同
じ
世
界
基
準
で
勉
強
で
き
る
学
校
で

す
。
進
学
も
、
海
外
で
も
国
内
で
も
希
望
す

る
大
学
へ
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
一
条
校
の

良
さ
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
要
素
を
持
ち

合
わ
せ
た
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
校
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
平
井
校
長
は
新
た
な
学
校
へ
の
意
欲
を
語

っ
た
。

多
様
性
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
る

グ
ロ
ー
バ
ル
選
抜
探
究
コ
ー
ス

　

学
び
の
コ
ー
ス
は
、
中
学
校
が
「
グ
ロ
ー

バ
ル
選
抜
探
究
」（
G
コ
ー
ス
）「
未
来
探

究
」
の
2
コ
ー
ス
。
高
校
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル

探
究
」（
G
コ
ー
ス
）「
選
抜
」「
未
来
探
究
」

の
3
コ
ー
ス
。

　

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
G
コ
ー
ス
は
ま
さ

に
、
学
校
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
見
据
え
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
「
G
コ
ー
ス
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ツ
ー
ル
と
な
る
英
語
の
授
業
は
週
10
時

間
以
上
、
課
外
活
動
も
含
め
る
と
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
近
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
担
任
は
、
日
本
人
と
ネ
イ
テ

ィ
ブ
教
員
の
2
名
体
制
。
学
習
指
導
や
生
徒

指
導
も
通
常
な
ら
2
者
面
談
で
す
が
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
も
入
っ
て
の
3
者
面
談
に
な
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。
学
校
生
活
の
充
実
度
に

加
え
、
中
1
段
階
で
リ
ス
ニ
ン
グ
力
は
、

C
E
F
R
に
換
算
す
る
と
ほ
ぼ
全
員
が
高
校

生
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
留
学
経
験
が
な

く
て
も
英
検
2
級
に
合
格
す
る
生
徒
も
出
始

め
て
い
ま
す
」
と
2
年
目
に
し
て
大
き
な
成

果
を
語
る
。

　

学
習
面
の
成
果
だ

け
で
な
く
、
生
徒
た

ち
自
身
も
変
わ
っ
て

き
た
と
平
井
校
長
は

続
け
る
。「
多
様
性

を
受
け
入
れ
る
と
い

う
姿
勢
が
で
き
て
き

ま
し
た
。
思
っ
た
こ

と
は
は
っ
き
り
言

う
、
他
国
の
生
徒
の

意
見
を
尊
重
し
な
が

ら
、
自
分
の
意
見
を

英
語
で
主
張
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
い
て
い
る

と
感
じ
ま
す
」

　
「
目
指
す
と
こ
ろ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
チ

ズ
ン
シ
ッ
プ
（
地
球
市
民
）。
こ
れ
が
ひ
と

つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
日
本
人
と
か

中
国
人
と
か
で
は
な
く
、『
地
球
人
』
と
い

う
非
常
に
大
き
な
レ
ベ
ル
で
多
様
性
を
受
け

入
れ
、
共
生
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
」

進
学
率

　96
％

難
関
大
学
、
医
学
部
医
学
科
へ
も
進
学

進
路
満
足
度
は

　95
％
以
上

　

2
0
2
1
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
改
革
も
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
進
学
面
で
は
、

卒
業
後
の
進
学
率
は
昨
年
度
96
％
に
達
し

た
。
4
年
生
大
学
へ
は
80
％
が
進
学
を
し
て

お
り
、
ど
ち
ら
も
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
。
進
路
満
足
度
は
生
徒
・
保
護
者
と
も
に

95
％
以
上
と
い
う
高
さ
だ
。
国
公
立
大
学
の

推
薦
入
試
の
合
格
者
や
、
医
学
部
医
学
科
、

関
関
同
立
な
ど
の
難
関
大
学
へ
の
合
格
者
も

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
に
な
っ
た
。
年
々
入

部
率
が
上
が
り
、
今
年
度
は
1
0
0
％
を
達

成
。
全
員
が
何
ら
か
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
入
部

し
て
お
り
、
兼
部
す
る
生
徒
も
い
る
と
い

う
。
広
報
部
、
e
ス
ポ
ー
ツ
を
含
む
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
部
は
大
変
人
気
が
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
常
連
の
陸
上
競
技
部
の
他
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
、
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
部
な

ど
全
国
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ブ
も
多
い
。
今
年
は

新
し
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
や
中
国

語
部
も
ク
ラ
ブ
活
動
に
仲
間
入
り
し
た
。

　
「
ク
ラ
ブ
活
動
と
い
う
も
の
は
海
外
に
は

な
い
の
で
、
他
国
か
ら
来
た
生
徒
に
も
評
判

が
い
い
で
す
。
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
先
輩
・
後

輩
の
関
係
や
友
情
、
顧
問
と
生
徒
の
関
係
な

ど
、
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
人
間
関
係
が
築

け
る
こ
と
は
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
」

　

今
年
度
は
文
部
科
学
省
が
指
定
す
る
D
X

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
も
受
け
て
い
る
。

　
「
指
定
要
件
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど

を
含
む
『
情
報
Ⅱ
』
を
設
置
し
、
2
割
以
上

の
生
徒
の
受
講
を
め
ざ
す
こ
と
。
3
D
プ
リ

ン
タ
ー
な
ど
の
設
備
を
整
え
、
I
C
T
を
活

用
し
た
文
理
横
断
的
・
探
究
的
な
学
び
に
取

り
組
む
拠
点
と
な
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
校
の
場
合
、
施
設
・
設
備
は

整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
探

究
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
機
会
に
理
数
系
も
伸
ば
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

　

改
革
が
進
む
に
つ
れ
、
生
徒
た
ち
は
積
極

的
に
学
校
生
活
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
学
び
の

可
能
性
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く
よ
う
だ
。

平井　正朗
〒650-0006
神戸市中央区諏訪山町6番１号
078-341-2133
JR神戸線「元町」駅、阪急電鉄「神戸三宮」駅、
阪神電鉄「元町」駅、山陽電鉄「元町」駅、
神戸市営地下鉄「県庁前」駅、
神戸市営バス「諏訪山公園下」など
64名（中学校）
238名（高等学校）　合計302名
https：//www.kobeyamate.ed.jp
　　　　ほぼ毎日更新！校長ブログはこちらから

　1924年「山手学習院」として開校、「自学自習・情操陶冶」の建学の精神の下、長きにわたり女子教育に邁
進してきた神戸山手女子中学校高等学校。卒業生は2万人に達し、各分野で活躍する女性を多数輩出してきた。
その伝統校が創立100周年を迎え、新たな歴史の1ページが開かれようとしている。2025年4月から校名を
「神戸山手グローバル中学校高等学校」と変更し、グローバル化を図り、男女共学をスタートさせるのだ。
　大改革の渦中にある同校の平井正朗校長に、神戸山手の「今」とこれからについて話を伺った。

神戸山手女子中学校高等学校神戸山手女子中学校高等学校

さらなる100年に向けた大改革
2025年度より共学化、グローバル化をスタート

2025年4月から神戸山手グローバル中学校高等学校に校名変更

目指すところはグローバル・シチズンシップ（地球市民）。世界各国の人た
ちが同じ世界基準で勉強できる
目指すところはグローバル・シチズンシップ（地球市民）。世界各国の人た
ちが同じ世界基準で勉強できる

ネイティブと日本人教員の担任二人制。英語でのコミュニケーションを
日常的に行い、英語力を高める
ネイティブと日本人教員の担任二人制。英語でのコミュニケーションを
日常的に行い、英語力を高める

平井 正朗 校長

教科横断的な視点から社会の諸問題に対して具体的な解決策を
考える「グローバル選抜探究コース」

2025年4月から新たに「神戸山手グローバル中学校高
等学校」としてグローバル化を図り男女共学がスタート！

「上昇・常勝・常笑」をモットーに勝利をめざす陸上競技
部はインターハイ常連だ
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